
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
受
賞

　

10
月
、令
和
６
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

が
あ
り
、山
梨
県
か
ら
３
名
が
選
ば
れ
、本
町
か
ら
は

藤
本
征
男
氏（
西
条
二
区
）が
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

藤
本
氏
は
、昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
・

顧
問
と
し
て
46
年
に
渡
り
活
動
を
続
け
、昭
和
町
体

育
協
会（
現 

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）副
会
長
や
昭

和
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
推
進
協
議
会

会
長
と
し
て
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

藤本 征男 氏

受賞おめでとうございます

県
政
功
労
者
表
彰
受
賞

　

11
月
20
日
、令
和
6
年
度
県
政
功
績
者
の
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
、田
代 

孝
氏（
紙
漉
阿
原
）が
教
育
文

化
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。田
代
氏
は
、昭
和
町
文
化
財
審
議
会
会
長
を

は
じ
め
、県
内
の
歴
史
博
物
館
、郷
土
資
料
館
な
ど
の

建
設
委
員
や
協
議
会
委
員
の
ほ
か
、県
考
古
学
協
会

会
長
を
歴
任
し
、長
年
に
渡
り
文
化
財
の
保
護
活
動

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田代 孝 氏

民
生
委
員
・
児
童
委
員
県
知
事
表
彰
受
賞

　

11
月
27
日
、第
72
回
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
が
執

り
行
わ
れ
、河
西
政
江
氏（
西
条
二
区
）及
び
林
八
重

子
氏（
清
水
新
居
）が
、山
梨
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

河
西
氏
は
、平
成
22
年
か
ら
現
在
ま
で
4
期
14
年

（
現
在
5
期
目
）、林
氏
は
平
成
22
年
か
ら
令
和
４
年

ま
で
の
4
期
12
年
に
渡
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
活

動
さ
れ
、地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。河西 政江 氏林 八重子 氏
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相 談 日

ご意見

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）

　日時：1月15日（水） 
午後1時～３時

　場所：役場別棟2階 会議室(南)
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：年末年始・祝日を除く
火・水・木の午前9時～
午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「�穂のか」出張相談
　日時：1月10日（金）・24日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

▶ボカシつくり会
　日時：1月20日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
h t t p s : / / w w w . t o w n .
showa.yamanashi.jp/
site/chocho/5151.html

◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
受
賞

　

９
月
14
日
、小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
館
で

令
和
６
年
度
の
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
体
育
功

労
者
等
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、本
町
か
ら
は
、豊

川
哲
夫
氏（
河
西
）、遠
藤
靖
治
さ
ん（
飯
喰
）の

２
名
が
、県
内
・
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に

努
め
ら
れ
た
功
績
及
び
大
会
で
の
好
成
績
に
よ

り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

豊
川
哲
夫
氏
は
、昭
和
女
子（
旧 

押
原
）ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
代
表

指
導
者
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
40
年
間
と

い
う
長
き
に
わ
た
り
務
め
、町
の
青
少
年
の
健

全
育
成
及
び
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
藤
靖
治
さ
ん（
押
原
中
１
年
）は
、令
和
５

年
に
開
催
さ
れ
た
第
39
回
全
国
小
学
生
交
流
大

会
６
年
男
子（
常
永
小
在
籍
時
）１
０
０
ｍ
走
で

第
３
位
の
成
績
を
収
め
、山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
協

会
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。現
在
は
、押
原

中
学
校
陸
上
部
に
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
37
回
山
梨
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
入
賞

　

11
月
17
日
、第
37
回
山
梨
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
が
白
根
中
央
公
園
で
開

催
さ
れ
、樋
口
敏
夫
氏（
西
条
一
区
）が
男
子
の

部
で
2
位
、総
合
3
位
の
成
績
を
収
め
、表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、県
下
か
ら
5
0
0
名
ほ
ど
が

出
場
し
た
中
、樋
口
氏
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

2
回
出
す
な
ど
好
ス
コ
ア
で
ホ
ー
ル
を
回
り
、

男
子
の
部
で
は
1
位
と
同
点（
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
数
な
ど
に
よ
り
2
位
）、総
合
で
は
1
位
に

1
打
差
と
迫
る
27
点
を
記
録
し
、3
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

樋
口
氏
は
、塩
澤
町
長
に
受
賞
の
報
告
に
来

ら
れ
た
際
、昭
和
町
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

が
盛
ん
だ
が
、会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、若
い
方
も
大
歓
迎
な
の
で
ぜ
ひ
参
加
し

て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
興
味
が
あ
る
方

は
昭
和
町
役
場
生
涯
学
習
課（
☎
2
7
5
‐

8
6
4
1
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

豊川 哲夫 氏遠藤 靖治 さん

樋口 敏夫 氏
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◎
10
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
11
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
10
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つい
て

•
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
への
移

行
に
つい
て

•
新
入
学
児
童
生
徒
数
と
校
区
について

•
土
曜
学
習
塾「
ほ
た
る
學
舎
」につい
て

•
年
度
末
教
職
員
人
事
に
つい
て

•
教
育
委
員
会
の
移
転
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
校
庭
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つい
て

•
町
単
独
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に

じ
い
ろ
教
室
」に
つい
て

•
児
童
生
徒
に
よ
る
ほ
た
る
の
飼
育

活
動
に
つい
て

•
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
に
つい
て

•
杉
浦
醫
院
母
屋
、屋
敷
蔵
の
改
修

に
つい
て

•
12
月
町
議
会
に
つい
て　

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
今
後
の
事
業
予
定
に
つい
て　

他

協
議
事
項

•
就
学
援
助
費
支
給
認
定
に
つい
て

•
ア
レ
ル
ギ
ー
小
委
員
会
提
案
内
容
に

つい
て

教
育
委
員
会

常
永
小
学
校

西
条
小
学
校

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし
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押
原
小
学
校

　

押
原
中
学
校
は
、
令
和
6
年
度
、

中
巨
摩
学
校
食
育
推
進
研
究
会
研
究

推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

間
を
通
し
て
食
育
講
演
会
や
食
育
ア

ン
ケ
ー
ト
、
お
弁
当
の
日
の
活
動
な

ど
を
実
施
し
、
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
活
動
の
成
果
を
広
く
還
流
す
る

た
め
に
、
11
月
14
日
、
公
開
研
究
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
1
～
3
年
の
各
1
ク
ラ

ス
が
授
業
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
1

年
生
は
「
食
を
通
し
て
よ
り
良
い
社

会
を
つ
く
る
」、
2
年
生
は
「
山
梨

県
の
特
産
物
や
郷
土
料
理
の
由
来
を

考
え
る
」、
3
年
生
は
「
私
た
ち
が

よ
り
よ
い
消
費
生
活
を
送
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
目
標
の
も
と
、
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
授
業
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
い
な
が
ら
、
本
校
研
究
主
題
に

沿
っ
た
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
践
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3
年
生
の
授
業
で

は
、
栄
養
教
諭
が

授
業
に
参
加
し
、

　

季
節
は
冬
に
入
り
ま
し
た
が
、
秋

に
行
わ
れ
た
運
動
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　

9
月
28
日
、
西
条
小
第
41
回
秋
季

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前

日
の
曇
天
模
様
か
ら
当
日
の
雨
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の

「
実
施
し
た
い
」と
強
く
願
う
気
持
ち

が
天
に
届
き
、
当
日

は
ま
さ
に
、
運
動
会

日
和
と
い
っ
た
天
候

の
下
、
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

低
学
年
生
の「
最
高
到
達
点
」は
、

手
に
ポ
ン
ポ
ン
を
つ
け
、
胸
に
ス

カ
ー
フ
を
巻
き
、
可
愛
さ
１
０
０
％

と
い
っ
た
表
現
で
し
た
。

　

中
学
年
生
は
「
西
条
ソ
ー
ラ
ン

２
０
２
４
」、
法
被
と
は
ち
ま
き
を

つ
け
て
太
鼓
の
音
頭
で
校
庭
に
子
ど

も
た
ち
が
広
が
る
姿
は
、
西
条
小
の

大
漁
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
踊
り
で

し
た
。
黒
と
赤
の
引
き
締
ま
っ
た
姿

が
力
強
さ
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
学
年
生
は
「
D
o
n
'
t 

b
e 

a
f
r
a
i
d 

t
o 

d
i
v
e
～
挑
戦
を
恐
れ
る
な
」
で

し
た
。
行
進（
集
団
行
動
）に
は
じ
ま

り
、
１
人
技
か
ら
２
人
、
３
人
と
組

む
人
数
が
次
第
に
増
え
て
い
き
、
最

後
は
10
人
の「
人
間
興
し
」の
技
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
の
通
り
、
数

多
く
の
難
し
い
技
に
取
り
組
み
、
決

し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
毎
回
の
練

習
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
を
本
番
で
は
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
高

学
年
生
ら
し
い
、
見
る
人
を
引
き
込

み
魅
了
す
る
演
技
で
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
競
争
競
技
や
リ
レ
ー

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら
ず
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
、
教
職
員
も

手
に
汗
を
握
る
ド
キ
ド
キ
の
展
開
で

し
た
。
運
動
会
の
終
盤
、
得
点
板
は

非
表
示
と
な
り
、
閉
会
式
で
は
、
結

果
発
表
を
全
員
が
固
唾
を
呑
ん
で
見

守
る
中
、
青
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
の
色
も
運
動
会
ま
で

の
過
程
に
お
い
て
真
剣
に
臨
み
、
毎

日
の
練
習
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

結
果
以
上
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
運
動
会
の
経
験

を
活
か
し
、
よ
り
一

層
の
活
躍
を
心
よ
り

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
、
晴
天
の
下
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭

り
」に
、押
原
小
学
校
は
、「
押
小
キ
ッ

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
し
て
各
学
年
が

出
店
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
は「
押
し
花
コ
ー
ス
タ
ー
・

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
マ
グ
ネ
ッ
ト
」、
２

年
生
は
「
染
物
小
物
・
香
り
袋
」、

３
年
生
は
「
長
瀧
さ
ん
の
ナ
ス
」、

４
年
生
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
た
バ

ザ
ー
」、
５
年
生
は
「
自
分
た
ち
で

育
て
た
お
米
」、
６
年
生
は
「
職
人

直
伝
の
い
草
小
物
」
と
、
各
学
年
学

習
内
容
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
品
物
の
準
備
を
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
が
各
学
年
の
お
店
に
列
を
作
っ
て

く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」

と
元
気
に
接

客
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

専
門
的
立
場
か
ら
意
見
を
話
す
こ
と

で
、
食
育
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
2
日
に
新
人
戦
壮
行
会
が
行

わ
れ
、
各
部
の
頼
も
し
い
決
意
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
11
月
下

旬
ま
で
、
運
動
部
活
動
で
は
競
技
ご

と
の
日
程
で
山
梨
県
新
人
大
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
1
、
2
年
生
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
公
式
戦
で
し
た

が
、
ど
の
部
活
動
も
粘
り
強
く
相
手

に
立
ち
向
か
い
最
後
ま
で
戦
っ
て
い

ま
し
た
。
女
子
卓
球
個
人
優
勝
、
男

女
卓
球
団
体
準
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
・

女
子
バ
レ
ー
3
位
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
結
果
が
残
り
ま
し
た
が
、
結
果
以

上
に
チ
ー
ム
の
団
結
力
や
信
頼
、
絆

が
深
ま
り
ま
し
た
。
来
年
度
の
総
合

体
育
大
会
に
向
け
て
部
活
動
全
体
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。ま
た
、

ロ
ボ
コ
ン
部
も

関
東
大
会
出
場

を
決
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
は
、
登
校

時
の
見
守
り
活
動
や
学
習
時
の
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
等
た
く
さ
ん
の
地
域

の
方
や
保
護
者
の
方
に
支
え
ら
れ
、

見
守
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
で
、
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
に
対
し
て
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
、
11
月
11
日

に
「
Ｃ
Ｓ
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。招
待
す
る
方
に
向
け
て
３
・

４
年
生
が
招
待
状
を
作
り
、
各
学
年

で
は
合
唱
の
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

当
日
は
、
２
０
０
名
を
超
え
る
来
賓

や
保
護
者
の
方
が
見
守
る
中
、
素
敵

な
歌
声
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
の
終
わ
り
に
は
、
全
校
児

童
及
び
来
場
者
の
全
員
で「
ふ
じ
さ

ん
」を
歌
い
、
歌
を
通
し
て
心
も
一

つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
地
域
の
方
、
保
護
者
の
方
、

押
原
小
児
童
を
お

支
え
願
い
ま
す
。

　

押
原
小
学
校
公

式
ブ
ロ
グ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
食
育
公
開
研
究
会

　
山
梨
県
新
人
大
会

「
西
条
小
秋
季
大
運
動
会
」開
催

�「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」���

��

へ
の
出
店

押
原
中
学
校

　

11
月
8
日
、「
秋
空
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
音
楽
発
表
会

に
加
え
て
、
み
ん
な
で
音
楽
の
楽
し

さ
を
思
う
存
分
味
わ
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
発
表
で
は
、
ど
の
学
年
も
表

情
豊
か
で
、
気
持
ち
の
あ
ふ
れ
る
す

ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
終
盤
で
は
、

職
員
バ
ン
ド
の
伴
奏
に
よ
る
「
風
の

カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
全
校
で
大
合
唱
。

手
拍
子
を
し
た
り
ジ
ャ
ン
プ
を
し
た

り
し
な
が
ら
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
は
常
永
小
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ「
へ
こ
た
れ
な
い
神
様
」

を
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
、

幕
を
閉

じ
ま
し

た
。

　

10
月
4
日
、
2
年
生
が
校
外
学
習
に

出
か
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
身
延
線
に
乗
車
で
す
。
学

区
内
に
あ
る
駅
か
ら
の
乗
車
に
、
子
ど

も
た
ち
は
大
興
奮
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、「
小
さ
い
声
で
」
と
自
分
た
ち
で

公
共
機
関
の
マ
ナ
ー
を
守
る
声
か
け
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
県
立
図
書
館
に
行
き
ま

し
た
。
館
内
の
施
設
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
普
段
関
係
者
以

外
は
入
れ
な
い
地
下
の
書
庫
室
ま
で
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
笛
吹
市
の
笛
吹
川
フ
ル
ー

ツ
公
園
で
す
。
展
示
室
で
の
学
習
と
大

型
遊
具
の
あ
る
「
わ
ん
ぱ
く
ド
ー
ム
」

に
分
か
れ
、
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　
秋
空
コ
ン
サ
ー
ト

　
2
年
生
校
外
学
習

「
Ｃ
Ｓ
感
謝
の
集
い
」の
開
催
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.200

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※1月の粗大ごみの日は、1月27日（月）になります。当日の朝6:30 ～ 8:30の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.176

『�20 ぴきのおしょうがつ�』 『�レーエンデ国物語　Ⅰ��』
　たしろちさと／作・絵

ひかりのくに
多崎礼／著

講談社

　おやおや？床下から小さな歌声が聞
こえてきますよ。もうすぐお正月が
やってきます。どこの家でもお正月の
準備に大忙し。20 ぴきのねずみの大家
族のていねいなお正月の暮らしをやさ
しく描いた絵本です。
　細かいところまで描かれた絵は、と
ても見ごたえがあります。

　異なる世界、聖イジョルニ帝国
フェルデ城。家に縛られてきた貴
族の娘ユリアは、英雄の父と旅に
出る。呪われた地、レーエンデに
魅了されたユリアは、初めての友
達、仕事、恋を経て、やがてレー
エンデ全土の争乱に巻き込まれて
いく。ファンタジー好きにはたま
らない、読後涙が止まらなくなる
1 冊です。

◦1月の休館日
1～6日（水～月・年末年始）、
13日（月・祝日）、20日（月）、
27日（月）、
31日（金・月末整理日）

 

『�恐竜のあたまの中をのぞいたら�』
大島英太郎／作

河部壮一郎／監修
福音館書店

　大昔、この地球上に生きていたとい
う恐竜たちは、どのようにものを見て、
音を聞いて、匂いを嗅いでいたのだろ
うか？主人公ぼくのおじさんは恐竜の
研究をしており、最先端の技術で、今
では見ることのできない恐竜の生き様
を明らかにしている。恐竜学のとびら
を開く 1 冊。

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

◦ギターの調べ
　クラシックギターの音色を聴きな
がら、館内で癒しのひとときをお楽
しみください。
日 時　1月11日（土）午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸 氏

◦0,1,2�歳児のおはなし会�定員予約制
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日 時　1月16日（木）午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　1月7日（火）午前10時～

◦おはなし会　定員予約制

　おはなし、手遊び、絵本などを
お楽しみください。
日 時　2月1日（土）午前11時～
対 象　幼児～小学生低学年
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　1月12日（日）午前10時～

◦新春落語会�-�2025�-　定員予約制

　落語はもちろん手品など盛りだくさんの内容です。
“新春初笑い”にぜひお越しください。
日 時　1月18日（土）午後1時30分～
場 所　図書館・視聴覚室
定 員　30名
出 演　甲府落語会
申 込　1月7日（火）午前10時～

◦大人のためのおはなし会　定員予約制

　大人が楽しめるおはなし会です。心安らぐ癒やしの
ひとときをお楽しみください。
日 時　1月26日（日）午後2時～
場 所　図書館・視聴覚室
定 員　30名
出 演　ききみみずきんおはなしの会
申 込　1 月 7 日（火）午前10時～

● 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）の
発
生
が
増
え
て
い
ま

す
。冬
期
の
耕
う
ん
や
薬
剤
の
適
切
な
散
布
が
被
害
防
除
に
有
効
で

す
。す
で
に
発
生
し
て
い
る
ほ
場
で
は
次
の
こ
と
を
必
ず
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

冬
期
の
耕
う
ん
は
物
理
的
な
破
砕
を
行
う
と
と
も
に
、貝
を
寒
風
に

さ
ら
す
こ
と
で
駆
除
に
つ
な
が
り
ま
す
。ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
速
度

を
遅
く
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
回
転
を
速
く
し
、土
壌
を
細
か
く
砕
く
よ
う

に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

他
の
ほ
場
へ
の
貝
の
持
ち
込
み
を
防
ぐ
た
め
に
、使
用
後
の
ト
ラ
ク

タ
ー
に
付
着
し
た
泥
を
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
は
有
害
な
寄
生
虫（
広
東
住
血
線
虫
）が
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
、ゴ
ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
の
ト
ン
グ
な
ど
を
使
用
し
、素
手
で
は
扱
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。も
し
、触
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
年
末
年
始
は
人
の
往
来
の
激
し
い
時
期
で

す
が
、ご
自
宅
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト

が
逃
げ
出
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、犬
は
首
輪
や
リ
ー
ド
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
ど
う

か
、猫
に
つ
い
て
は
空
気
の
入
れ
替
え
の
た
め
に
窓
を
開
け

た
際
の
逃
げ
出
し
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、外
出
の
際
ペ
ッ
ト
を
自
宅
に
置
い
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
に
も
、同
様
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
田
畑
な
ど
へ
の
堆
肥
散
布
は
、農
作
物
の
健
全
な
生
育
に

重
要
な
作
業
で
あ
る
一
方
、住
宅
地
が
近
接
す
る
所
で
は

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。堆
肥
を
散
布
す
る
際
に

は
、次
の
点
に
注
意
し
、生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚
濁
の

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

農
地
へ
の
堆
肥
散
布
は
、生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
、悪
臭
や
害
虫
、汚
水
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
発
酵
さ
せ
た
、完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
す
ぐ
に
す
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

● 

田
畑
等
に
積
ん
で
使
用
す
る
場
合
は
、悪
臭
や
堆
肥
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、ブ
ル
ー

シ
ー
ト
な
ど
で
覆
い
ま
し
ょ
う
。

●
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
、資
源
ご
み
の

投
入
は
お
控
え
く
だ
さ
い
！

　
年
末
年
始
は
、資
源
ご
み
の
回
収
を
休
止
す
る
た
め
、こ
の
期
間
に
資
源
ご
み
を
大
量
に

出
さ
れ
る
と
、回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
り
、周
辺
に
ご
み
が
散
乱
し
て
し
ま
っ

た
り
と
、多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

次
の
期
間
は
資
源
ご
み
の
投
入
を
お
控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
回
収
を
休
止
す
る
資
源
ご
み
：
紙
類
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、白
色
ト
レ
ー
、び
ん
類

●
回
収
を
休
止
す
る
期
間
：
12
月
28
日（
土
）
～
１
月
５
日（
日
）

　
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、12
月
31
日（
火
）
～
１
月
５
日（
日
））

問
い
合
わ
せ　
環
境
経
済
課　
（
☎
2
7
5
 - 

8
3
5
5
）

堆
肥
散
布
に
よ
る

悪
臭
な
ど
の
発
生
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
対
策
を（
冬
編
）

年
末
年
始
も
、

ペ
ッ
ト
と
い
っ
し
ょ
に···

　講師に絵本作家、そして鳥の巣研究家として知ら
れる、鈴木まもる氏をお迎えして開催いたします。
絵本のことから自然のこと、鳥の巣や子育てのこと
まで、幅広くお話しいただきます。講演会終了後、
サイン会も行います。皆様のご来場をお待ちしてお
ります。

日 時　2月9日（日）午後2時～（開場 午後1時30分）
場 所　昭和町総合会館2階 軽運動室
定 員　150名（先着順・興味のある子
　　　　ならいくつからでも参加可能）
申 込　1月7日（火）午前10時～ 〈�お申込みはこちらから�〉

文化講演会　定員予約制

在来種

産卵後の様子（夏）
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

�シリーズ
その241国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 329 号

●コレカラ教室
　15 日（水）  ミュージック・ケア
　21 日（火）  脳トレ体操
　23 日（木）  健康ウォーキング
　27 日（月）  リンパ体操
　31 日（金）  背骨コンディショニング
●美味しいコーヒーの淹れ方講座
　18 日 ( 土 )・25 日 ( 土 )
★フードドライブ実施期間★
　10 日（金）～ 19 日（日）
　収集場所　イオンスタイル甲府昭和
　　　　　　イトーヨーカドー甲府昭和店

1 月の予定
●印の事業は事前申し込み制です。

　
昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ

の
今
回
は
、今
月
二
十
歳
の
集
い
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、20
歳
に
な
っ
た

時
の
国
民
年
金
の
手
続
き
等
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

  　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
学
生
・
自

営
業
者
・
無
職
の
方
等（
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
は
、国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。公
的
年
金
制
度
は
、老
後
や
障
害
を

負
っ
た
と
き
に
、働
い
て
い
る
世
代
み

ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
、保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、老
後
や
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）

に
加
入
し
た
こ
と
の
お
知
ら
せ
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、概
ね
２
週
間

以
内
に「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」、「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」、「
国
民
年

金
保
険
料
納
付
書
」、「
国
民
年
金
の
加

入
と
保
険
料
の
ご
案
内（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）」、「
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
と
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

書
」、「
返
信
用
封
筒
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」は
加
入
す

る
年
金
制
度
の
変
更
手
続
き
や
年
金

の
請
求
手
続
き
な
ど
一
生
を
通
し
て

使
用
し
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。（
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
だ
っ
た
方
や
障
害
・
遺
族

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
し
て
い

た
方
）に
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。）

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
程
度

経
過
し
て
も「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」が
届
か
な
い
場
合
は
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、役
場
町
民

窓
口
課
年
金
担
当
ま
た
は
竜
王
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、次
に
該
当
す
る
方
は
、国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
さ
れ
、「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
い

た
方
➡
竜
王
年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、配
偶
者（
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
）の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

➡
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
連
絡
し
、国

民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

    　
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」に
同

封
さ
れ
て
い
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、月
額
１
万
６
９
８
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。国
民
年
金
制
度
は
20
歳
に
な

る
誕
生
日
の
前
日
が
新
規
加
入
日
と
な

り
、加
入
日
の
属
す
る
月
か
ら
保
険
料

が
発
生
し
ま
す
。（
例
え
ば
、令
和
７
年

１
月
１
日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、令
和

６
年
12
月
31
日
が
加
入
日
と
な
り
、保

険
料
は
12
月
分
か
ら
発
生
し
ま
す
。）

　
保
険
料
の
納
付
方
法
等
の
詳
細
は
竜

王
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
・

付
加
保
険
料
納
付
・
前
納
等
が
可
能
で

す
が
申
し
出
が
必
要
で
す
。付
加
保
険

料
や
前
納
は
申
出
月
か
ら
の
開
始
と
な

り
ま
す
の
で
、加
入
月
か
ら
の
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、お
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

   　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
人
の
た
め
に
保
険
料
の
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、未
納

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
所
得
限
度
額
未
満
の
方
が

学
生
の
間
、納
付
を
猶
予
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の
方
も
所
得
限
度

額
未
満
の
場
合
は
、免
除
・
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
制
度
を
希
望
す
る
方

は
役
場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当
ま
た
は

竜
王
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
細
の

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課 

年
金
担
当（
直
通
）

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所

（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
!
　
〜
　

国
民
年
金
の
基
礎
知
識
を
学
ぼ
う
　

〜

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

20
歳
に
な
っ
た
時
の
手
続
き
に
つ
い
て

支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
「
歩
い
て

み
る
じ
ゃ
ん
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
令
和
６
年
11
月
16
日
（
土
）
に
、
町
民
同
士
の
支
え

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
周
知
を
目
的
に
、
住
民
の
皆
さ

ま
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
お
よ
び
町
が
主
催
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
共
催
と
な
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
常
務

理
事
の
鶴
山
芳
子
様
を
お
招
き
し
、
地
域
に
お
け
る
支

え
あ
い
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
ご
近
所
で
の
助

け
合
い
を
楽
し
く
体
験
で
き
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
支
え
あ
い
へ
の
興
味
関

心
が
高
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
住
民
同
士

で
支
え
あ
う
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
住

民
同
士
で
支
え
あ
っ
て
い
け
る
昭
和
町
に
し
た
い
で
す

ね
」
と
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
「
支
え
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
興
味

を
持
た
れ
た
方
は
当
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ご
家
庭
で
余
っ

た
食
品
を
寄
附
し
て
頂
き
、
食
料
確
保
が
困
難

な
方
へ
支
援
す
る
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間　

　
１
月
10
日
（
金
） 

～ 

１
月
19
日
（
日
）

収
集
場
所
・
時
間　

　
・
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
甲
府
昭
和　

　
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
甲
府
昭
和
店

※
各
店
舗
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近

※ 

収
集
受
付
時
間
は
、
各
店
舗
の
営
業
時
間
内

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル
ト
等

※ 

賞
味
期
限
令
和
7
年
3
月
19
日
以
降
で
未
開

封
の
物
。
米
（
も
み
、
玄
米
、
白
米
）
令
和

４
年
産
以
降

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
６
年
11
月
12
日
（
火
）

に
地
域
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」
を
開
催
し
、
21
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
事
前
に
撮
影

し
た
公
園
内
の
風
景
を
探
す
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
「
風
景
探
し
」
を
実
施
し
、
南
ア

ル
プ
ス
市
の
櫛
形
総
合
公
園
内
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
紅

葉
が
綺
麗
な
中
、
歩
く
の
は
と
て
も
心
地

が
い
い
」「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
の
本
事
業
は
次
年
度
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

あたたかい善意を
ありがとうございます

寄附団体
昭和町建設安全協議会�様

「昭和町の福祉の増進に役立ててください」と、
あたたかい善意が寄せられました。心から感謝
申し上げます。

広報しょうわ　令和 7 年 1 月号   2021   広報しょうわ　No.567



こんにちは!愛育会です!No.212
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

日　時：令和 7 年２月 8 日（土）
　　　　午前 10 時～午後 0 時 30 分（開場：午前９時 50 分）
場　所：昭和町総合会館

時　間 プログラム名 対　象

10：15 ～
ロコモ予防体操

子どもの頃からロコモ予防が必要！？
ご家族みんなでロコモ予防に取り組もう！

小学生以上なら
どなたでも

11：15 ～
親子でＥｎｊｏｙ！

おもいっきり親子で体を動かして、
触れ合う時間を楽しもう♪

０歳～未就学児と
ご家族

10：00 ～
（試食 11：00）

試食＆ミニカフェ
あたたかいカフェでほっこり♡食生活改善

推進員より健康的でおいしい試食があります。
どなたでも

みんなで健康づくりを体験して考えよう！

〈 参加型プログラム 〉

詳しくは『広報しょうわ 2 月号』でお知らせします♪

他にもいろんなコーナーが目白押し！
♪ フリーマーケット
♪ カラダ測定コーナー
♪ 手洗いチェック
♪ ＪＡみらい・みらいファーム販売コーナー
♪ 子育て家庭の防災コーナー
♪ お花のプレゼント

広報しょうわ　令和 7 年 1 月号   2223   広報しょうわ　No.567

　
未
来
を
つ
く
る
平
等
な
社
会
へ

　
　
～
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
、
男
女
が
共
に
支
え
合
う
社
会
の
大
切
さ
～

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
土
屋 

久
美
子
（
西
条
二
区
）　

No.243

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

私
は

　

私
は
77
歳
と
歳
と
1010
歳
の
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
で

歳
の
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
で

あ
り
、
同
時
に
小
さ
な
会
社
を
経
営
す
る
女
性
と

あ
り
、
同
時
に
小
さ
な
会
社
を
経
営
す
る
女
性
と

し
て
、
日
々
男
女
共
同
参
画
の
重
要
性
を
感
じ
て

し
て
、
日
々
男
女
共
同
参
画
の
重
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
昭
和
町
で
も
、
性
別

い
ま
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
昭
和
町
で
も
、
性
別

に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
社

に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
社

会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
が
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
価
値
を
ど

私
た
ち
大
人
が
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
価
値
を
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
ん
な
社
会
を
次
の
世
代
に
手

の
よ
う
に
伝
え
、
ど
ん
な
社
会
を
次
の
世
代
に
手

渡
す
か
が
、
未
来
の
社
会
を
作
る
大
き
な
鍵
と
な

渡
す
か
が
、
未
来
の
社
会
を
作
る
大
き
な
鍵
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
会
社
経
営
の
現
場
で
も
男
女
平
等
を

　

私
自
身
、
会
社
経
営
の
現
場
で
も
男
女
平
等
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
経
営
者
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

意
識
し
て
い
ま
す
。
経
営
者
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

一
人
ひ
と
り
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
能
力
を

一
人
ひ
と
り
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
作
り
に
力
を
入
れ
て

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
作
り
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
男
性
・
女
性
に
関
わ
ら
ず
、
仕
事
の
内

い
ま
す
。
男
性
・
女
性
に
関
わ
ら
ず
、
仕
事
の
内

容
や
役
割
に
対
し
て
固
定
観
念
を
持
た
ず
、
個
々

容
や
役
割
に
対
し
て
固
定
観
念
を
持
た
ず
、
個
々

の
強
み
や
意
欲
に
応
じ
た
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

の
強
み
や
意
欲
に
応
じ
た
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら
で
は
な
く
、

そ
し
て
、
女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら
で
は
な
く
、

誰
も
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
け
る
場
所
を
提
供
す

誰
も
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
け
る
場
所
を
提
供
す

る
こ
と
が
、
組
織
全
体
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と

る
こ
と
が
、
組
織
全
体
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

信
じ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、子
ど
も
た
ち
に「
性
別
に
関
係
な
く
、

　

家
庭
で
は
、子
ど
も
た
ち
に「
性
別
に
関
係
な
く
、

や
り
た
い
こ
と
に
は
思
い
切
り
挑
戦
し
て
い
い
ん

や
り
た
い
こ
と
に
は
思
い
切
り
挑
戦
し
て
い
い
ん

だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
子

だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
い
道
を
歩
め
る
よ
う
、
私

ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
い
道
を
歩
め
る
よ
う
、
私

自
身
が
そ
の
背
中
を
押
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

自
身
が
そ
の
背
中
を
押
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　　

私
た
ち
が
暮
ら
す
昭
和
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画

私
た
ち
が
暮
ら
す
昭
和
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
に
参
加
す
る
こ

ま
す
。
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
男
女
平
等
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で

と
は
、
男
女
平
等
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で

す
。
地
域
全
体
で
、
す
べ
て
の
人
が
意
見
を
言
い
合

す
。
地
域
全
体
で
、
す
べ
て
の
人
が
意
見
を
言
い
合

い
、
協
力
し
な
が
ら
前
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

い
、
協
力
し
な
が
ら
前
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

社
会
が
つ
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

社
会
が
つ
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
と
し
て
も
母
親
と
し
て
も
、
私
は
「
男

　

経
営
者
と
し
て
も
母
親
と
し
て
も
、
私
は
「
男

女
平
等
」
が
社
会
の
発
展
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ

女
平
等
」
が
社
会
の
発
展
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
が
そ
の
大

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
が
そ
の
大

切
さ
を
日
々
の
行
動
で
実
践
し
、
子
ど
も
た
ち
に

切
さ
を
日
々
の
行
動
で
実
践
し
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
未
来
を
支
え
る
力
に
な
る

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
未
来
を
支
え
る
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、
ど
ん
な
夢
で

と
思
い
ま
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、
ど
ん
な
夢
で

も
追
い
求
め
、ど
ん
な
役
割
で
も
果
た
せ
る
社
会
を

も
追
い
求
め
、ど
ん
な
役
割
で
も
果
た
せ
る
社
会
を

作
り
上
げ
る
た
め
に
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
力
を

作
り
上
げ
る
た
め
に
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
力
を

合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

未
来
を
つ
く
る
の
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の

　

未
来
を
つ
く
る
の
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の

手
の
中
に
あ
り
ま
す
。

手
の
中
に
あ
り
ま
す
。

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と

い
わ
れ
る
社
会
の
中
で
、

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い

生
活
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
生
の
岐
路
に
立
つ

時
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
悩
み
、
こ
の
先

の
人
生
設
計
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

2
0
1
8
年
に
厚
生
労
働
省
か
ら
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）

と
い
う
考
え
が
「
人
生
会
議
」
の
愛
称
で

発
表
さ
れ
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
の
望
む
、
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
家
族

や
信
頼
す
る
人
、
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と

繰
り
返
し
話
し
合
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
共
有
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
こ

の
話
し
合
い
は
、
あ
な
た
の
希
望
や
大
事

に
し
て
い
る
こ
と
、
望
ま
な
い
事
を
皆
で

同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
き
な
病
気
を

身
近
に
感
じ
た
時
、
そ
の
治
療
方
法
に
つ

い
て
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
し
、
話
す

こ
と
は
緊
張
と
不
安
か
ら
言
葉
に
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
治
療
や
療
養
生
活
に
つ

い
て
、
自
ら
の
力
で
将
来
に
備
え
て
「
こ

う
し
て
欲
し
い
」、「
こ
れ
は
し
な
い
で
欲

し
い
」
と
表
す
こ
と
が
「
人
生
会
議
」
に

繋
が
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で「
も
し
、

こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
」
と
想
像
し
て

話
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
会
話
の
中
に
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
大
事
に

し
て
い
る
考
え
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
は
医
療
や
介
護
ケ

ア
を
受
け
な
が
ら
そ
の
人
ら
し
く
最
期
ま

で
過
ご
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
治
療
や

療
養
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
支
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
期
ま
で
そ
の

人
ら
し
く
過
ご
す
事
を
支
え
る
為
に
は
、

そ
の
人
が
大
切
に
し
て
い
る
思
い
や
価
値

観
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
生

の
最
期
に
つ
い
て
「
会
議
」
と
し
て
場
を

設
け
て
話
す
事
は
緊
張
や
不
安
、つ
ら
さ
、

悲
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
普
段
の
会
話
か
ら

「
あ
の
時
こ
ん
な
話
を
し
て
い
た
」、「
以

前
こ
う
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
た
な
」

と
思
い
浮
か
べ
、
周
囲
の
人
と
医
療
・
ケ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
話
す
こ
と
が
将
来
に
備
え

る
「
人
生
会
議
」
に
な
り
ま
す
。

　
「
人
生
会
議
」
と
聞
い
て
考
え
た
こ
と

を
医
療
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
も
教
え
て
く
だ

さ
い
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師　
武
田�

陽
子　

人
生
会
議
で
考
え
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

身近な相談は警察相談
専用電話「♯9110」へ

　児童虐待は、児童の心と体の成長や発達に悪影響を与えるばかりか、子ど
もの命に関わる深刻な問題です。虐待から児童を守るためには、これを早期
に発見し、子どもを保護することが大切です。「虐待を受けているかもしれ
ない。」と感じたら、迷わずに警察に相談、通報してください。 
　児童虐待は次のようなことを言います。 
〇身体的虐待 
　例えば、首を絞める、殴る、蹴る、激しく揺さぶる、たばこの火を押し付ける
ことなどを指します。 
〇怠慢又は拒否（ネグレクト）�
　例えば、乳幼児を残したまま外出する、乳幼児を車の中に放置
する、適切な食事を与えない、衣服や室内を長期間不衛生のまま
にすることなどを指します。 
〇性的虐待�
　例えば、児童への淫行、性的行為の強要、児童ポルノの被写体にすること
などを指します。 
〇心理的虐待 
　例えば、言葉により脅かす、児童に対して無視、拒否的な態度を取る、他の
兄弟姉妹と著しく差別した扱いをする、児童の目の前でのDV等を指します。
　「虐待！？」と思ったら　☎１８９番へ
　緊急の場合は　☎１１０番へ

児童虐待防止対策の推進 
　警察では、ストーカーやDVなど、
犯罪などによる被害の未然防止に
関する相談や、普段の生活の安全や
平穏に関する様々な悩み事・困り事
への相談に応じています。
●�緊急を要する事件・事故・不審
電話は１１０番

●�緊急ではない事件・事故は各警
察署

●�身近な問題についての相談は警
察相談専用電話「#9110」

と覚えて利用してください。
　また、県下各警察署や交番、駐在
所でも相談に応じています。

《相談受付》
○警察本部
　山梨県警察総合相談室
　 ♯9110又 は055 -233 -9110（ 警 察 相

談専用電話）
○警察署
　総合窓口 県下各警察署の代表電話
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INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

日
時　
1
月
26
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

〇
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
方

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

〇
電
子
証
明
書
更
新
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
・
暗
証
番
号
記
載
票

　
・
記
載
に
不
備
の
無
い
照
会
書
兼

回
答
書（
代
理
で
の
更
新
の
み
）

〇
暗
証
番
号
初
期
化
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

予
約
期
間

　
1
月
6
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

〇
電
子
証
明
書
更
新
を
除
き
、
必
ず

お
手
続
き
す
る
ご
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
・
電
子
証
明
書
更
新
・
暗
証
番
号

初
期
化
の
み
対
応
い
た
し
ま
す
。
証

明
書
の
発
行
・
住
所
変
更
等
の
お
手

続
き
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　

地
元
の
魅
力
的
な
企
業
と
出
会

い
、
地
域
を
知
り
、
将
来
、
山
梨
県

で
生
活
を
送
る
こ
と
を
想
像
し
て
も

ら
う
参
加
無
料
の
バ
ス
ツ
ア
ー
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
企
業
訪
問
の
合
間
に

豪
華
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
も
学
び
、
模
擬
結

婚
式
も
体
験
で
き
ま
す
。
就
活
に
役

立
つ
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
や
ラ
ジ
オ
生

放
送
も
体
験
し
ま
す
。

　
山
梨
で
学
ぶ
人
は
甲
府
駅
発
、
首

都
圏
で
学
ぶ
人
は
新
宿
駅
発
で
す
。

最
終
日
は
、
企
業
が
自
社
PR
や
山
梨

へ
の
想
い
を
熱
く
語
る
ホ
ー
ル
イ
ベ

ン
ト
あ
り
。
1
日
単
位
、
ホ
ー
ル
イ

ベ
ン
ト
の
み
で
も
参
加
可
能
で
す
。

就
職
活
動
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

　
令
和
7
年
3
月
26
日
（
水
）・
27

日
（
木
）・
28
日
（
金
）

※
3
日
間
と
も
日
帰
り

対
象　
県
内
外
で
学
ぶ
高
校
生
、
大

学
・
大
学
院
生
、
短
大
・
専
門
学
生

参
加
費　
無
料

応
募
締
め
切
り　
3
月
14
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ミ
ラ
イ
ト
や
ま
な
し
運
営
事
務
局

（
☎
２
３
１
‐
３
３
３
３
）

（
メ
ー
ル　

m
iraitoyam

anashi

　

@
gm

ail.com

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
誰
も
が

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
小
さ
な
掛
金
で

大
き
な
補
償
を
受
け
ら
れ
る
保
険
で

す
。
４
名
以
上
の
団
体
で
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
ご
加
入
手
続
き
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
簡
単
に
お
手
続
き

い
た
だ
け
ま
す
。
保
険
の
詳
し
い
内

容
、
資
料
の
請
求
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.sportsanzen.

org問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
食
品
表
示
の
役
割
に
つ
い
て
、
ア

レ
ル
ギ
ー
表
示
を
中
心
と
し
た
講
演

及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
す
。

日
時

　
令
和
7
年
2
月
3
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　

　

リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
総
合
市
民

会
館　
芸
術
ホ
ー
ル

　
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
44
）

申
し
込
み

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
甲
府
市 

衛
生
薬
務
課
）

０
５
５
‐
２
４
２
‐
６
１
７
８

ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
県
民
生
活
部

県
民
生
活
安
全
課

（
☎
２
２
３
‐
１
５
８
８
）

　

県
内
10
の
専
門
職
（
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、
公
認
会

計
士
、
弁
護
士
、
弁
理
士
、
不
動
産

鑑
定
士
、中
小
企
業
診
断
士
）が
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
電
話
予
約
可
能
。
当
日
受
付
も
あ

り
。
相
談
時
間
は
30
分
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。

※
午
後
2
時
よ
り
各
士
業
の
業
務
内

容
を
紹
介
す
る
「
資
格
説
明
会
」

も
開
催
し
ま
す
。

日
時　
令
和
7
年
２
月
8
日
（
土
）

　
受
付
：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
3

時
30
分

会
場　
ジ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

　
（
甲
府
市
高
畑
２
‐
19
‐
２
）

予
約
受
付
期
間

　
令
和
7
年
1
月
7
日
（
火
）
～

　
2
月
5
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

※
お
電
話
の
際
は
、「
2
月
8
日
の
予

約
を
し
た
い
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
は
、
２
０
２
５
年
4

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

8
万
5
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。
授
業
に
は
3
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
、
BS
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師
か
ら
直

接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以

上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間

　
◎
第
１
回　
2
月
28
日
ま
で

　
◎
第
２
回　
3
月
11
日
ま
で

〇
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
５
１
‐
２
２
３
８
）

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

令
和
6
年
度�

食
の
安
全
・
安
心
を

語
る
会
参
加
者
募
集【
事
前
申
込
制
】

第
20
回
山
梨
の
10
士
業
に
よ
る

無
料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

M
I
R
A
I
T
O
や
ま
な
し
将
来

発
見
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
新
年
を
迎
え
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
ま
た
、新
た
な
一
年
が
始
ま
り

ま
す
。伝
統
行
事
の
拝
賀
式
と
小
正
月
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
天
候
等
に
よ
り
日
程
・

内
容
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧
や
区

内
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

互
ご れ い か い

礼会・拝賀式  １月１日
　拝賀式（互礼会）は、正月元旦に地区の氏神さんや公会堂に集い、
年初の挨拶を交わし合う伝統行事です。
　区によっては年男や新成人のお祝いも行われます。

年
初
の
地
区
行
事

どんどん焼き・小正月祭り
　どんどん焼きは、小正月の道祖神祭りに由来するといわれる行事で、蚕の繭に似せた米粉の団子
を柳の枝に刺し、正月飾りや書初めを焚き上げた火であぶって食べる伝統行事です。「どんど焼き」

「どんと焼き」ともいわれ、町内では昔から親しまれています。また、地区によっては獅子舞や祭典、
まゆ玉づくりなども行われます。
　焚き上げは原則、紙や木などに限られます。金物やプラスチック等の持ち込みはご遠慮ください。

　※「日時」は、「主な内容」記載の行事全体の予定日時です。
　※「場所」は、どんどん焼き会場です。新年交歓会、まゆ玉作り等は、地区公会堂等が会場となります。
　※「獅子舞」の訪問対象は区によって条件が異なり、区内全戸訪問ではありません。

地区名 日　時 場所（どんどん焼き会場） 主な内容

西 条 二 区
1月11日（土） 午後３時～ 西条二区第一

4 4

公会堂 獅子舞、道祖神祭り、
どんどん焼き

1月11日（土） 午後４時30分～ 西条二区第二
4 4

公会堂 獅子舞、十四日正月（道祖神祭り）、
どんどん焼き、新年交歓会

清 水 新 居 1月12日（日） 午前11時～ 道祖神前 道祖神祭り、
どんど焼き（午後5時～）

西 条 新 田 1月11日（土） 西 午後１時～ 西道祖神 どんどん焼き1月14日（火） 東 午後３時30分～ 東道祖神

押 越

1月12日（日） 午後５時30分～ 道祖神（東・川瀬）

どんどん焼き1月13日（月） 午後５時～ 八幡神社（北・南）
1月13日（月） 午後６時～ 第二公会堂（曲）
1月14日（火） 午後６時30分～ 道祖神（下）

河 東 中 島 1月11日（土） 午後５時～ 熊野神社（第一公会堂隣） どんどん焼き

紙 漉 阿 原 1月12日（日） 午前９時～ 阿原第1号公園（天白神社隣） 獅子舞（午前10時～）、
どんど焼き（午後4時30分～）

築 地 新 居 1月12日（日） 午後４時～ 飯喰409付近の田んぼ（昭和バイパス
沿い店舗サンロードの北側）

獅子舞（午前10時～）、
どんど焼き（午後4時～）

飯 喰 1月11日（土） 午後１時～ 熊野神社 獅子舞（午後１時～）、
どんどん焼き（午後6時～）

河 西 1月12日（日） 午後４時～ 諏訪神社（河西区公会堂向かい） 獅子舞（区内は午前中、午後４時～諏訪神
社）、どんどん焼き（午後4時30分点火）

上 河 東 1月12日（日） 午後２時～ 熊野神社（公会堂隣） 道祖神祭り、どんどん焼き、獅子舞

上河東二区 1月11日（土） 午後６時～ 上河東横田第一公園
（上河東二区パンダ公園広場） どんどん焼き

地区名 時　間 場　所
西 条 一 区 午前 9 時～ 若宮神社（西条一区公会堂前）
西 条 二 区 午前 8 時～ 義清神社（西条二区第一公会堂隣）
清 水 新 居 午前 9 時～ 諏訪神社
西 条 新 田 午前 8 時～ 日吉神社（西条新田 318）
押 越 午前 8 時～ 八幡神社（押越 2189）
河 東 中 島 午前 8 時～ 熊野神社（河東中島区公会堂隣）
紙 漉 阿 原 午前 8 時～ 天白神社
築 地 新 居 午前 8 時～ 御崎神社（築地新居区公会堂隣）
飯 喰 午前 8 時～ 熊野神社
河 西 午前 8 時～ 諏訪神社（河西区公会堂向い）
上 河 東 午前 9 時～ 熊野神社（上河東区公会堂隣）
上河東二区 午前 9 時～ 上河東二区集会所

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
の
受
け

取
り
（
申
請
済
の
方
の
み
）・
電
子

証
明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
初
期
化

放
送
大
学�

4
月
入
学
生
を
募
集



　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
生
活
を
さ

れ
て
い
る
世
帯
の
方
へ
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
で
町
内
の
方
か
ら
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
食
料
を
お
分
け
し
ま
す
。
対

象
者
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
受
付
期
間
内
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
町
内
在
住
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の

方
、
ま
た
は
生
活
福
祉
資
金
特
例

貸
付
を
受
け
ら
れ
た
方

※
生
活
保
護
世
帯
は
除
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
令
和
7
年
2
月
3
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
14
日
（
金
）

※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
受
付
時
に
お
名
前
、
住
所
、
連
絡

先
、
受
け
渡
し
日
、
時
間
の
希
望

を
お
伺
い
し
ま
す
。

食
料
の
お
渡
し
日

　
令
和
7
年
2
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
21
日
（
金
）

　
原
則
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時

ま
で
と
な
り
ま
す
（
応
相
談
）。

来
会
時
に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

　
ひ
と
り
親
の
方
は
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
証
、
生
活
福
祉
資
金
特
例

貸
付
を
受
け
ら
れ
た
方
は
身
分
証

明
（
運
転
免
許
証
等
）
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

　
昭
和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
し
て

み
た
い
人
を
対
象
に
、「
昭
和
町
民

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

令
和
7
年
2
月
15
日
（
土
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

（
受
付　
午
後
1
時
か
ら
）

場
所　
町
総
合
会
館
２
階 

軽
運
動
室

対
象

　
町
内
在
住
者
ま
た
は
勤
務
、
通
学

さ
れ
て
い
る
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
が
あ
る
方

内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
発

表
、
防
災
ミ
ニ
講
座
、
岡
部
和
子

先
生
に
よ
る
講
演
等

参
加
費　
無
料

申
込
期
限

　
１
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
平
日
午
前
8
時
30
分
～

　
　
　
　

 

午
後
5
時
15
分
）

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
は
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

〈
２
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
応
用

　
対
象　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
１
月
30
日（
木
）ま
で

〇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修（
W
ｅ
ｂ
）

　

対
象　

事
業
所
の
総
務
、
広
報
、

販
促
等
の
担
当
で
、
Ｗ
ｅ

ｂ
の
活
用
に
つ
い
て
学
び

た
い
方

　
日
程　
午
前
９
時
～
（
６
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
18
日（
火
）ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２
）

〈
２
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設［
基
礎
編
］

　
対
象　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文

書
作
成
の
で
き
る
方

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
13
日（
木
）ま
で

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設［
応
用
編
］

　
対
象　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文

書
作
成
の
で
き
る
方

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
13
日（
木
）ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１
）

◆
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.yitjc.ac.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

防災一口メモ　あらためて見直そう！自助の大切さ
　今年の元日で令和6年能登半島地震から1年、3月 11日の東日本大震災から
14年、1月 17日の阪神淡路大震災から 30年が経ちます。どの地震災害におい
ても『自助の大切さ』が叫ばれました。
　自助とは自分の命を守ること。自分の命を守ってこそ、他人を助けることが
できるのです。まず始めてください。始めることで次に進むことができるのです。
　女性防災ネット昭和では、災害時に皆様の大切な命が守られますよう、今年
も広報しょうわ『防災一口メモ』で、自助ための情報を提供していきます。本
年もよろしくお願い申し上げます。 女性防災ネット昭和

排出量t
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可燃ごみ不燃ごみ

302

13

毎月の不燃・可燃ごみ排出量
　１１月は、町内の可燃ごみの
収集量が２７５ t、不燃ごみの収
集量が１０ｔとなりました。
　引き続き Reduce（リデュース
＝ごみの減量）Reuse（リユース
＝モノを再使用）Recycle（リサ
イクル＝再資源化）の再確認、
生ごみの水切りやごみの分別を
徹底し、ごみの減量を！！

国保ミニだより

食
料
支
援
実
施
の
お
知
ら
せ

　町が医療機関などに支
払った 11 月分の医療費は、
約 8,116 万 2 千円（前年同
月比 4.31% の増）です。
　ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

木
の
葉
ふ
る
き
ら
き
ら
き
ら
と
舞
い
落
ち
る

美
し
く
も
あ
り
淋
し
く
も
あ
り

中
澤　

孝
子

リ
ビ
ン
グ
の
壁
に
か
け
た
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

家
族
の
歴
史
二
十
数
年

小
林　

康
博

肌
寒
さ
感
じ
る
今
日
は
寒
露
と
か

彼
岸
の
余
韻
残
り
し
も
の
を

河
田
よ
し
恵

仰
ぎ
見
る
我
が
家
を
照
ら
す
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

映
し
出
す
な
り
我
が
姿
を
も

石
原　

明
子

柿
む
け
ば
友
の
土
産
の
ペ
テ
ィ
ナ
イ
フ

便
利
よ
と
い
っ
た
笑
顔
忘
れ
じ

田
中　

祥
子

夏
は
燃
え
秋
を
刻
ん
で
凍
る
冬

春
は
駆
け
足
で
も
春
が
好
き

大
原
優
美
子

肩
が
け
の
水
筒
ゆ
ら
し
虫
を
追
う

網
振
る
子
ら
の
笑
顔
変
わ
ら
ず

三
橋　

雅
江

初
め
て
の
投
票
済
ん
だ
と
メ
ー
ル
有
り

緊
張
し
た
と
笑
い
の
絵
文
字

松
田　

君
江

短
歌

　

ミ
レ
ー
の
美
術
館
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容

　
「
案
内
、解
説
、対
話
、図
書
、情
報
、

実
技
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ラ

園
」
の
中
か
ら
希
望
す
る
1
部
門

に
所
属
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
希

望
に
よ
り
２
部
門
ま
で
兼
務
可
）。

主
な
募
集
要
件

○
18
歳
以
上
（
令
和
７
年
４
月
１
日

現
在
）
で
美
術
文
化
等
に
理
解
と

関
心
の
あ
る
方

○
活
動
期
間
は
令
和
７
年
４
月
か
ら

令
和
９
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

（
以
降
継
続
可
）

○
所
属
す
る
部
門
で
月
１
～
２
回
、
数

時
間
程
度
の
活
動
に
参
加
可
能
な
方

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
や
会
報
製

作
、
発
送
費
等
で
年
１
０
０
０
円

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　
各
部
門
数
名
ず
つ

募
集
期
間　

令
和
6
年
12
月
12
日

（
木
）～
令
和
７
年
２
月
12
日（
水
）

応
募
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、は
が
き
の
い
ず
れ
か（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
美
術
館
協
力
会「
会
員
募
集
担
当
」

（
甲
府
市
貢
川
１
‐
４
‐
２
７
）

（
☎
２
２
８
‐
３
３
２
２
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
８
‐
３
３
２
4
）

　
　
（
メ
ー
ル　

kyoryokukai@
a

rt-m
u

se
u

m
.p

re
f.

yam
anashi.jp

）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
体

操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈 

2
月
の
日
程 

〉

　
5
日
（
水
）
ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
プ
体
操 

※

　
12
日
（
水
）
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

　
17
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

　
21
日
（
金
）
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
グ

　
27
日
（
木
）
ゆ
が
み
直
し
整
体
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
総
合
会
館
２
階 

軽
運
動
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス

ク
、
タ
オ
ル
（
体
操
用
）

申
込
受
付

　
1
月
27
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
複
数
の
教
室
を
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

※
新
し
い
教
室
の
ご
紹
介
で
す

　
脳
の
機
能
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
、
筋
力
ア
ッ
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
体

操
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
福
祉
施
設
や
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
用
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

令
和
7
年
2
月
1
日
（
土
）

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館

　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象
者

　
中
学
生
以
上
で
次
の
項
目
の
ど
ち

ら
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い

る
方

②
町
内
の
中
学
校
ま
た
は
高
校
に
通

学
さ
れ
て
い
る
方

定
員　
30
名

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
込
期
間　

令
和
7
年
1
月
14
日

（
火
）午
前
９
時
～
24
日（
金
）正
午

※
電
話
ま
た
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐

０
６
４
０
）

令
和
６
年
度
「
昭
和
町
民
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
参
加
者
募
集

コ
レ
カ
ラ
教
室（
ふ
れ
あ
い
教
室
）

2
月
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
っ
か
け
事
業
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
」
参
加
者
募
集

県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
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チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　冬野菜は寒い季節に旬を迎え
る野菜で、栄養価が高く、身体
を温める効果も期待できます。
　冬野菜には白菜やキャベツ、
大根、ほうれん草など様々な種
類がありますがレシピでは小松
菜を使用しています。
　小松菜には免疫力を高める効
果のあるビタミンCやカロテン
が多く含まれており、今の時
期、風邪の予防に役立ちます。
また、ビタミンKやカルシウ
ム、鉄分も豊富であるため、骨
や歯の健康維持、貧血予防にも
効果があります。
　まだまだ寒い日が続きます
が、冬野菜を沢山食べて、冬の
寒さに負けないスタミナをつけ
ましょう！

冬野菜で
スタミナをつけよう！

冬野菜の豚バラチャンプル

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
① 小松菜は3cm程に切る。
 厚揚げはたて半分に切り、7 ～ 8ｍｍに切る。
 玉ねぎは薄切りにする。
② ごま油を熱し厚揚げに軽く焦げ目がつくよう炒め、

豚バラ肉を入れ色が変わるまで炒める。
③ 小松菜、玉ねぎを入れ炒め、Ａの調味料を入れ味を

なじませる。
④ 溶き卵を入れ、卵が固まるまで大きくまぜる。
⑤ 皿に盛ってからかつお節をかける。

◆ 材料 2 人分

レシピ提供
西条二区地区
食生活改善推進員会

豚バラ肉　　　　150ｇ
小松菜　　　　　2 ～ 3株
玉ねぎ　　　　　小1/2個
厚揚げ　　　　　1/2枚（150ｇ）
卵　　　　　　　1個
ごま油　　　　　少々
かつお節　　　　4ｇ
酒　　　　　　　小さじ2
醤油　　　　　　小さじ2
だしの素　　　　小さじ1

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（40 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

カッコイイお兄ちゃん！
いつでも笑顔の弟！
ふたりとも大好き♡

内田 崚
り ひ と

仁 くん 内田 旭
あ き と

登 くん

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

あとがき

平成29年5月23日生（男の子）　令和5年9月21日生（男の子）

峻介さん（父）瑛梨 さん（母）（押越）

A

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広

報
昭
和
を
手
に
取
り
、
こ
の
あ
と
が
き
ま
で
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
表
紙

か
ら
あ
と
が
き
ま
で
読
み
切
り
た
く
な
る
よ
う
な
広
報

誌
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
２
０
２
５
年
も
お
付

き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
最
初
の
表
紙
を
飾
っ
た
、
『
巳
』
と
い

う
字
で
す
が
、
昭
和
町
文
化
協
会 

書
道
部
に
お
願
い

し
て
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
蛇
の
体
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
書
か
れ
た
そ
う
で
、
し
な
や
か
さ
と
力
強
さ
を
兼

ね
備
え
た
素
晴
ら
し
い
字
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
書
き
初
め
し
て
み
よ
う
か
な
。
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